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1
年
で
32
件
の
火
災
が
発
生

　

平
成
29
年
に
帯
広
市
内
で
発
生
し
た

火
災
は
32
件
で
、
前
年
と
比
べ
て
22
件

減
少
し
ま
し
た
。（
表
１
）

　

出
火
原
因
は
１
位
の
ス
ト
ー
ブ
を
は

じ
め
、
た
ば
こ
や
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

な
ど
、
生
活
に
身
近
な
も
の
が
原
因
で

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
表
２
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

過
去
５
年
間
の
住
宅
火
災
に
お
い
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な

い
世
帯
で
は
12
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
設
置
し
て
い
る
世
帯
で
は

死
者
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
命
を
守

る
た
め
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

雪
解
け
が
進
む
こ
の
時
期
は
空
気
が

乾
燥
し
、
野
火
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
（
図
）。
火
災
が
発
生
す
る
と
被

害
が
大
き
く
な
る
の
で
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
20
日
～
30
日
の
期
間
中
、
こ
ん

ろ
な
ど
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
消

防
職
員
や
消
防
団
員
が
高
齢
者
や
体
の

不
自
由
な
人
の
家
を
訪
問
し
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
子
ど
も
の
火
遊
び
を
な
く
す

た
め
、
女
性
消
防
団
「
桜
華
分
団
」
が
、

「
子
ど
も
の
火
遊
び
」
を
テ
ー
マ
に
市

内
５
カ
所
の
幼
稚
園
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
向
け
に
防
火
演
劇
を
披
露
し
、
火
と

煙
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

消
火
や
煙
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

子
ど
も
用
防
火
衣
を
着
て
写
真
撮
影
や

住
警
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

日
時
４
月
22
日
㈰
、
10
時
～
12
時

場
所
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
帯
広
店
東
側

駐
車
場
（
稲
田
町
南
８
）

　

平
成
29
年
に
帯
広
消
防
署
の
救
急

車
が
出
動
し
た
件
数
は
７
４
４
１
件

で
、
前
年
に
比
べ
て
４
４
５
件
増
加
、

搬
送
し
た
人
数
も
３
５
２
人
増
加
の

６
６
４
３
人
で
、
い
ず
れ
も
過
去
最
多

と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。
１
日
当
た

り
約
20
件
出
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

搬
送
者
の
半
数
以
上
が
軽
症

　

超
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
で
救
急
需

要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら

な
る
救
急
出
動
件
数
の
増
加
が
予
想
さ

れ
て
い
る
中
、
平
成
29
年
に
救
急
車
で

搬
送
し
た
人
の
う
ち
、
51
パ
ー
セ
ン
ト

が
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
で
し
た
。

（
図
２
）

と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
３
階
、
☎

26
・
９
１
２
４
）

帯
広
消
防
署
指
導
課（
西
６
南
６
、消
防
庁
舎
１
階
、☎
26・９
１
３
１
）

帯
広
消
防
署
救
急
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎
26
・
９
１

３
２
）

火
災
の
原
因
を
知
っ
て

予
防
し
ま
し
ょ
う

火
の
用
心 

こ
と
ば
を

形
に 

習
慣
に

救
急
出
動
過
去
最
多

半
数
以
上
は
軽
症
者

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

平
成
29
年
中
の
火
災
発
生
状
況

4
月
20
日
～
30
日 

春
の
火
災
予
防
運
動

平
成
29
年
中
の
救
急
出
動
状
況

不
要
な
ラ
イ
タ
ー
を
回
収
し
ま
す

　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、
消

防
署
や
各
出
張
所
で
不
要
な
ラ
イ
タ
ー

を
回
収
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
関
す
る

訪
問
調
査
に
伺
い
ま
す　

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
把
握
と

普
及
啓
発
の
た
め
、
無
作
為
に
抽
出
し

た
住
宅
を
訪
問
し
、
玄
関
先
で
設
置
状

況
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。
必
ず
制
服

を
着
用
し
、
消
防
職
員
証
を
携
行
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

軽
症
の
中
に
は
「
病
院
ま
で
の
交
通

手
段
が
な
い
」「
ど
こ
の
医
療
機
関
を

受
診
す
れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
な

ど
の
理
由
で
、
救
急
車
を
要
請
す
る
事

例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
緊
急
性
の
な
い
出
動
が
増
え
る

と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い

る
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
大
切
な
命
を
救
う
に
は
、
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

家
庭
内
で
の
事
故
防
止
に
努
め
、
症

状
が
軽
い
う
ち
に
、
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
迷
わ
ず
１
１
９
番

　

反
応
や
呼
吸
が
な
い
、
顔
色
が
悪
く

呼
吸
が
弱
い
、
突
然
の
激
し
い
頭
痛
や

胸
痛
を
訴
え
て
い
る
な
ど
の
状
態
は
、

生
命
に
危
険
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
た
め
ら
わ

ず
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

表２　主な出火原因 表１　火災発生状況
出火原因 件 数

１位 ストーブ ６件

２位
たばこ ３件

火入れ※１ ３件

３位
マッチ・ライター ２件

車の排気管※２ ２件

平成28年 平成29年 増 減
火災件数（件） 54 32 ▲ 22
建物火災 30 23 ▲７

住宅 18 15 ▲３
事業所など 12 ８ ▲４

車両火災 11 ２ ▲９
林野火災 ０ ０ ０
その他火災 13 ７ ▲６

野火 ５ ２ ▲３
工作物など ８ ５ ▲３

   死者数　（人） ３ ２ ▲１
   負傷者数（人） ９ ６ ▲３

3月：1件3月：1件

5月：６件5月：６件

7月：4件7月：4件

9月：1件9月：1件

4月：15件4月：15件

防火衣で気分は消防士

25年 26年

6715

6137 6217 6140
6291

6643人

6872 6775 6996

7441件高齢者の
けが、急病が増

27年 28年 29年

出動件数

7500

7000

6500

6000

搬送人員

死亡126人
（1.9％）
死亡126人
（1.9％）その他5人

（0.1％）
その他5人
（0.1％）

重症
1065人
（16.0％）

重症
1065人
（16.0％）

中等症
2057人
（31.0％）

中等症
2057人
（31.0％）

軽症
3390人
（51.0％）

軽症
3390人
（51.0％）

実際にあった事例をもとに注意点をまとめ
たので、次の点を中心に注意しましょう。

□ ストーブの近くに燃えやすい物を置か
ない。 また、近くでスプレー缶などを
使用しない。

□ 就寝時、外出時はストーブの火を必ず消す。
□ こんろを使用している時は、そばを離れ

ない。
□ 灰皿には水を入れ、寝たばこやポイ捨て

を絶対にしない。
□ 家の周りに燃えやすい物を置かない。
　 （放火されないようにする）

火災を防ぐ
チェックポイント

とりカエルからのお知らせ

住宅用火災警報器は　   年を目安に
交換をおすすめします

図   平成 25～29 年野火発生件数

10

休日や夜間などの
医療機関が知りたいときは

帯広市急病テレホンセンター

救急医療情報案内センター
☎26・1099

薔0120・20・8699
携帯電話からは

☎011・221・8699

図１  出動件数・搬送人員図２ 搬送者の程度別割合

※１ 火入れとは田畑などの枯
れ草、雑草などを焼くこと。
※２ オイルや燃料が漏れて排
気管に付着し出火。


